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Abstract: Based on two studies concernig elderly people who live in Akita prefecture, we have tried to
propose a new learning program for students to participate in. This program is based on partnership with
students in the department of care and welfar and cooperation with other year students. Also, this program
takes place as part of the formal curriculum as well as club activities. Even though we find some issues
there, we suggest stating only part of them because one part of our college’s mission is to care for elderly
people who live here.







































































































































































































































































































○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○
表１ 「つながって安心プロジェクト」学習プログラム
Ⅳ．プログラム展開上の課題
学生の高齢者理解という学習活動と地域の高齢
者支援という地域貢献活動の両方を兼ね備えた本
プログラムであるが、提案した内容を実際のカリ
キュラムに位置づけるためにはいくつかの課題が
ある。１つめは新しいコンセプトで⼤学のカリキ
ュラム構造全体を考える必要性である。看護系⼤
学では⼤学の教育理念をもとに看護の概念をカリ
キュラム上にどのように位置づけるか検討し、従
来の縦割りの科目立てとは異なるカリキュラムを
構築するところが見られるようになった４）５）。本
プログラムを従来の科目（⽼年看護学や在宅看護
論など）の中だけで展開することは時間的また内
容的な無理が生じるのではないかと考えられる。
「健康のレベルの有無に関わらず、⽼年期にある
方を看護の対象としてだけでなく⼈間として理解
する」ことを展開できる新たな枠組みのカリキュ
ラムの考え方がそこには求められるのではないだ
ろうか。更に定員数が１学年100⼈の本学におい
て、このようなプログラムを展開するには、全員
が一度に動く状況では非常に難しい。１学年を２
クラス程度に分けるなどの⼯夫が求められる。
２つめは教員の理解である。１つめの課題にも
通じるところであるが、本学の教育理念をもとに
柔軟な考え方でカリキュラムを展開する、プログ
ラムを遂⾏するという共通理解が教員間になけれ
ば、全学的に動く必要のある本プログラムの実践
は難しいであろう。更に、高齢者だけが看護の対
象ではないが、高齢者という⼈生の先輩を理解し
ようとすることが看護の基本的な姿勢を学ぶこと
につながるという共通理解を持っていることも重
要であると思われる。
３つ目は地域の理解である。学生や教員による
地域貢献と⾔っても、実際には学生がその中で学
ぶことが中心となるであろう。地域全体でこれか
らの⼈材を育ててもらいたいこと、そのための場
の提供をお願いしたいことなどを、時間を使いな
がら理解していただくように努め、地域の⼤学で
あることを⼤学側だけでなく地域にも認知してい
ただく必要がある。
Ⅴ．おわりに
平成22年度から２年間プロジェクト教育研究の
助成のもとに、エビデンスを基にした参加型学習
プログラムの構築の研究と検討を⾏ってきた。本
稿で提案した学習プログラムが全て実現するには
既に述べたようなカリキュラム構造全体に対する
見直しも必要であると思われる。それについては
今後長い時間をかけて教員全体で検討して⾏くべ
きことと考える。しかし例えば聞き書きボランテ
ィアの養成のように単発でできるものもあり、既
にサークル立ち上げの動きもある。この地域の⼤
学であることを認識し、地域貢献を念頭に置きつ
つ高齢者理解を進めて⾏くことは今後の本学には
必ず求められることであることを考慮すると、ど
のような部分からでもこのような学習プログラム
の試みはできるのではないだろうか。学生が⼈間
理解⼒を高め、看護実践者としてふさわしい態度
を見につけることができることを念頭に置きつつ、
効果的な教育方法やプログラムの開発は今後も引
き続き⾏って⾏きたいものである。
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